
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

主イエスよ、 
 

あなたは人々の間を歩まれ、 

やさしい言葉で語り、 

愛の行いによって神の国を告げられました。 

 

私たちも、日々の生活の中で 

福音を伝える者となれるよう導いてください。 

尊敬と喜び、静かな信頼をもって。 

あなたのことばが、 

私たちの思いに光を与え、 

傷に慰めをもたらし、 

不安な歩みに力を与えますように。 

 

あなたのことを語る勇気を、 

やさしさと真実をもって与えてください。 

世界が沈黙しているときにも、 

希望を分かち合う者となれますように。 

謙遜な宣教者として、 

語る前に耳を傾け、 

説明する前に、仕えることができますように。 

説得する前に、愛することができますように。 

 

宣教の道を照らす聖母マリアよ、 

あなたの母なるまなざしで私たちを導き、 

信仰と勇気と謙遜をもって すべての人に 

キリストを伝える者となれますように。 

アーメン。 

 

みことばの宣教者である弟子たちのように 
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教皇フランシスコ 2025年「世界宣教の日」」メッセージより

全世界の福音宣教に思いをはせなが

ら、祈りの旅を続けましょう。 

今週はアジア大陸に生きる人々のた
めに祈りましょう。 

 

2025年 10月 12日  第 2日曜日

アジア全体では、キリスト者は 10％、そのうちカトリックは 5％

ですが、アジアのカトリック教会は小さな共同体でありながら、熱

心に福音宣教に取り組んでいます。数えきれないほどの宣教師と殉

教者の祈りと血と汗の結晶として築かれてきた教会を、改めて主に

捧げ、アジアで働く宣教師と召命のために祈りましょう。 
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「すべての造られたものに 

福音を宣べ伝えなさい。」 

（マルコ 16:15） 

 

 

典礼での提案 
 

入祭の行列 

福音書を祭壇へ運び、 

前週に灯された 4本のろうそくの中央に置きます。 

神の言葉が世界を照らす光であることを示します。 

 

終わりの祈り 

典礼の最後に、4ページの祈りを心を合わせて唱えます。 

 

 

日常生活での提案 
 

共同体としての行動 

宣教師（修道者または信徒）を招き、宣教の体験を語って

いただきます。 

典礼後や週の中で、短い証しの時間を設けることで、より

深い祈りと理解につながることでしょう。 

 

個人としての行動 

日常生活の中で、自分がよく過ごす場所（職場・学校・家庭

など）において、信仰を証しする具体的な行動を一つ選び、

実行してみましょう。 

キリストの希望を人々に伝える 

（宣教） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 宣教のロザリオ 

                       アジアのためにロザリオの 

                  一連を唱えましょう。 

 

 

主日の福音から黙想のヒント 
 

年間第 28主日 

 

｢この外国人のほかに、神を賛美するため 

に戻って来た者はいないのか。 

それから、イエスはその人に言われた。「立ち上がって、 

行きなさい。あなたの信仰があなたを救った。」  

イエスとの出会いによって神の力を知った者は 

感謝の声を響かせる。これが純粋な宣教者の姿です。 

 

 

 

       

       ともに祈りましょう 
         

☆ キリストの愛が、みことばを通して日曜日の聖堂で 

宣言されているように、わたしたちの奉仕の働きを 

通しても響きますように。 

      

☆ 日本のカトリック教会はイエスの愛を宣言するため 

  に信仰養成を大切にし、キリスト者は自分が信じて 

  いることを誰にでも説明することができますように。 

 

 

 


